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大阪大学基礎工学部・理数学生育成支援プログラム
研究プロポーザル様式

	活動テーマ
	



	活動期間
	平成○○年○○月　～　平成○○年○○月

	基礎工学部理数プロ
グラム
選抜学生

代表者
氏名
連絡先
	所　属
	基礎工学部　　　　　　学科
	学　年
	

	
	
	
	
	

	
	
	コース
	
	

	
	フリガナ
	
	

	
	氏　　名
	
	

	
	学籍番号
	
	

	
	E-Mail
	
	

	理数プロ
グラム
活動実績
	名　　称
	活動年
	日　数
	内　容

	
	理数プログラム選抜
	平成○○年度
	
	平成○○年度理数プログラム学生に選抜

	
	サイエンスインカレ
	平成○○年
2月17-18日
	1泊2日
	文部科学省主催のサイエンスインカレ（幕張メッセ）に参加し、研究発表を聴講し、研究紹介レポートを執筆した。

	
	海外研修
	平成○○年
2月20-24日
	3泊5日
	本理数プログラム主催のタイ海外研修に参加し、泰日工業大学、国立電子通信研究所、トヨタ、パナソニック現地工場を見学し、国立電子通信研究所の研究者らと英語で質疑を行った。検収レポートを執筆した。

	
	
	
	
	



	
	
	
	
	



	グループ
構 成 員

（※該当する場合のみ記載。行が不足の場合は追加してください）
	氏　　　名
	学籍番号
	学　部
	学科・コース
	学年
	備考

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	希　　望
協力教員
（※希望する場合のみ記載）
	希望順
	氏　　名
	職　名
	学科・コース
	受けたい協力の内容

	
	1
	
	
	
	



	
	2
	
	
	
	



	
	3
	
	
	
	





【個人情報の取り扱いについて】
（１）この計画調書に記入されました個人情報に係る事項については、理数プログラムに係る業務において使用します。



	活　動　計　画　内　容 （ページ数は任意）



＜活動の目的＞
活動の全体構想及びその中での本活動の具体的な目的について、判りやすくかつ明確に記述してください。図表などを用いてもかまいません。なお、参考文献等がある場合はこの節の末尾に列挙してください。





＜計画・方法＞
当該テーマの目的を達成するための具体的な活動の計画・方法について、テーマを完遂するための具体的な企画・方法、期待される成果について、具体的かつ明確に記述してください。図表などを用いてもかまいません。必要があれば、適宜文献等の引用を行うことも可能です。なお,記述にあたっては、資材や経費との関連性が判るようにしてください。





＜必要となる資材＞
計画・方法との整合性を考え、具体的に列挙してください。図表などを用いてもかまいません。






＜必要となる経費＞
計画・方法との整合性を考え、具体的に積算してください。図表などを用いてもかまいません。


· 物品
· 旅費

大阪大学基礎工学部理数学生育成支援プログラム
1
